
出典元：国土交通省四国地方整備局 徳島河川国道事務所（2017年 1月作成）   ※公的医療機関の位置情報と浸水深およびコメントは「国土交通省 HP重ねるハザードマップ」より徳島県医労連が記入 2019年 3月 15日 

 

東徳島医療センター 
洪水によって想定される 

浸水深：3.0～5.0m 

吉野川医療センター 
洪水によって想定される 

浸水深：5.0～10.0m 

徳島大学病院 

徳島県立中央病院 

洪水によって想定される 

浸水 0.5～3.0m 

徳島市民病院 
洪水によって想定される 

浸水 0.5～3.0m 

徳島県鳴門病院 
洪水によって想定され

る浸水 0m 

阿波病院 
洪水によって想定され

る浸水 0m 

徳島病院は高台に立地 
洪水によって想定される 

浸水は 0m です。 

●災害拠点病院である吉野川医療センター周辺は、甚大な豪雨災

害が予測されています。徳島病院には、県中西部で発生する災害

時に、重要な医療機能が求められています。 
 

●各都道府県の「地域医療構想・医療提供体制」が、国土交通省

「ハザードマップ」等の災害予測から、住民の命を守る計画となって

いるのか、その整合性を総点検し、計画の見直しが必要です。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

徳島県の吉野川水系の被害面積

が、四国４県で、最大規模になるこ

とを指摘しています。 

2018年 7月の西日本豪雨災害

で甚大な被害を受けた岡山県

の倉敷市と岡山市 


